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１．IDEMSの位置づけ 

FIGでは、1999年以降のFIGのWorkPlanやMinutesに、掲載なし。 
IAGでは、議事録にも、位置づけを含めて、良く出ている。 
 
IAGでの位置づけ： 
  IAGの「科学サービスの１つ」 
  重力研究用に、DEM（陸上、海面下を含む）を提供 
 
 
想像するに、「FIGのCommission5の紹介理由」 
FIGのCommission 5 が高さの参照フレームを検討しているので、
IDEMSをFIGに紹介する必要がある。 
 











IDEMS (International Digital Elevation Model Service)は、 
 DEMに関する配布の焦点とする。 
      データ・情報 
      関係するソフト、 
      関係データセット（DEMの内水部を含む）、 

当時の問題意識 
  ・DEMは既にあったが、各国のDEMは、その基準が様々 
実施したこと 
  １．衛星のAltimeterを使ってACEというDEMを作成した 
 
  2．衛星のAltimeterを使って、河川・湖沼の水面の高さを計測 
    (River Lake Project) 
 
  3．DEMのホスト・精度評価 
       精度の評価を行った研究論文を紹介 

２． 2000年頃から2005年頃までのIDEMS 



2000年代前半のIDEMSのHP （更新されていないが、昔の活動は良くわかる） 



ACE（Altimeter Corrected Elevation）のDEM 
 
     問題意識：既存のDEMが良くない 
          Digital Chart of the World（米軍） 
   Altimeter Corrected Elevationというプロジェクト （2003年頃完了） 
      以下のデータを利用 
          SEASAT-1(1978年にNASA打ち上げ） 
          ERS1 Altimeter Geodetic Mission（マイクロ波高度計） 
    主な実施者：De Montfort University, UK 
    内容：元のデータを詳しく評価して 
       最終成果の分解能＝３０秒（約１ｋｍ） 
       Altimeterの衛星の結果を使って、主にオフセット補正をした 



River Lake Project 
  Altimeterを使って、世界中の湖や川で、水位の計測も、実施していた。 
  現在では、現場で水位を測っている場合が多いが、比較研究は見つからず。 



ACE2 (Altimeter Corrected Elevations) DEM のプロジェクト 
 
・利用できる衛星のAltimeterのデータを使って、 
 全球のDEMを補正 
 
・具体的には、 
  SRTMのDEMを補正して、 
  分解能９０ｍ、１ｋｍ、１０ｋｍのDEMを作った 
 
・国別のDEM USGSのアメリカ国内のDEMを提供 
 
 
担当教授の異動、徐々に、非活発化 



プロジェクト名 方法 成果 

ACE SEASAT-1, ERS-1の両方の
Altimeterを使って、既存DEMを
補正  

1km分解能データ 

GTOPO30 既存の資料からUSGSが作成。 1km分解能データ 
1996年に公開し、完了。 

GLOBE CEOSの委員会で検討して、作成。 
米国商務省のNOAAが、事務局。 

1km分解能データ 
1999年に、初期成果を出した。 

SRTM スペースシャトルから、Xバンド
の干渉SARで作成 

2000年に、3秒(=90m)分解能
データを、一般公開。 
2015年に、30m分解能データ
を一般公開。 
北緯60°から南緯56°の範
囲 

ASTER NOAAの衛星Terraに搭載した
ASTERという立体視の光学セン
サから、DEMを作成。 
現在もセンサの運用は継続。 

2009年に30m空間分解能の

データを、一般公開。現在も継
続して改訂中。 
北緯83°から南緯83°の範
囲。 

終わりの頃は、既存DEMへのリンク 



改善勧告（2014年頃） 

１ リンク集であるが、古くて、リンクが切れているものがある。 
 
２ 製品を提供していない。標準や会議の結果をまとめることがで 
  きるのではないか。 
３ SRTMの分析結果を更新すべき。 
 
４ IDEMSの活動は、アクティブでない。活発化すべき。 
  

勧告 

IDEMSの問題点 

1 全てのプロダクトを、Web中心のアクセスにし、サービス 
  の維持管理を確立し、説明をつけるべき。 
2 製品作成時のアルゴリズム、標準、会議を明確に。 



IAGのNewsletter（2016年10月）に、 
IDEMSの活動結果を報告   

1 全球のグリッド形式のDEMを、個別に説明する形式で提供・維持管理を
するように、編集 
2. 利用できる国レベルの標高データを、分解能、DEM作成方法とそれらの
供給者へのリンクを、編集 
3.  地球地形・海底地形の球面調和関数のモデルの生成と配布 
4.  測地学関係のDEM研究の編集 
5.  使用可能な地球・月・惑星の地形モデルの編集 

ESRIのサイトから提供 

新しいIDEMSが利用できるようになりました。 
・IAGのIGFSの下で提供 
・データや情報の配布の焦点になり、多様なDEM、地球 
 の地形の球面調和関数のモデル、月・惑星のDEMを提 
 供 
・関係データ（内水のDEM、パブリックドメイン）のソフト 
 ウェアも提供 

具体的な提供データ 

球面調和関数   



現在のIDEMS 

Earth Modelsを
クリックすると 



データのリストと、説明（説明は2016年時点） 

例えば、Earth2014 ・・をクリックすると 

データ提供元のHPに 

PREMのモデル（のみ） 
 

地形データ(ETOPO, GLOBE, SRTM)、 
サンプリング、座標系・投影変換、 
GMT、 PARAVIEWへの変換など 



グリーンランドの中心は低い 基盤岩の標高 



データのリストと、説明がある。（2015年以
降に更新している） 

しかし、その後は、リンク先ば
かりで、データにアクセスする
までが、大変。 
例えば、これをクリックすると、 

Geodesy関係の 
DEM研究論文 

全球DEM、水深、
氷のデータ 

月・惑星のDEM 



DEMの関係論文リスト（IDEMSが収集） 
SRTM (30-90 m)、 ASTER-GDEM(30 m) 
TanDEM-X DEMs (12-90 m)、ALOS World 3D DEM 
(5-30 m)、 Global bathymetry and digital depth 
models （論文自体へのリンク少。全体の約1/10） 

DEMの説明書（Encyclopedia of 
Geodesyの引用） 

Global geospatial data from Earth 
observation: status and issues  
（論文の引用） 

SRTMのUSGSによる説明書へ
のリンク 

Geodesy関係の 
DEM研究論文 



全球DEM、水深、氷のデータ 

北極のDEMの陰影表示サイト
へのリンク 

英国極地研究所へのリンク 

DEMの収集範囲を示す地図へ
のリンク 

ArcGISで直接表示できるDEMのデー
タ集（３５種類：ビュー数は多い） 



データのリストと、説明がある。（2015年以
降に更新している） 

ArcGISの詳細なDEMデータの使い方集に、リンク。 
各国データもある 



５． 私見 

（１） 達成しやすいことをしている＝維持管理しやすい 
 DEMの性質： 
   世界的に、作成機関が多く、範囲・精度も様々。 
   全世界DEMは徐々に精度向上。ニュースに、なりにくい 
 a) 全世界を覆うデータに限ることで、数を限定 
   ＝＞社製品を除けば、合計18カ所へのリンクと説明。 
   b) 「標準や会議も入れるべき」 
    「SRTMの最新検証結果を入れるべき」という勧告に対し、 
   ＝＞各機関やメンバーに聞き、最新論文リスト収集 
 c) IAG、FIGに、ニュースを提供 
        被リンク数は、少ない 
 d) Webデザインは美しい（プロが作成？） 
（２） ホスティングも容易では（顧客に便利） 
    ユーザのビュー数は、数千のオーダー（ESRIユーザ） 
（３） 世代交代が難しかったか？ 


